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研究成果の概要（和文）：東南アジアの無文字社会に伝承される身体を用いた衣服製作技術は急激な社会の変貌
により現在消失の危機に瀕している。そこで本研究では①｢地機（じばた）による衣服製作技術｣が現存する諸民
族を対象としたフィールド調査によってそれらの技術を映像と文字に置き換え、後世に伝えるべく保存した。②
同時にこの技術の伝承過程を技術要素に分解し、項目反応理論によって難易度を計量し、③この難易度に従って
最適化した習得過程を見出し併せて習得最適年齢を求め、これによる伝承方法とそのプログラムを開発した。

研究成果の概要（英文）：Traditional clothes manufacturing skills using the human body handed down in
 the non-literate society in Southeast Asia is currently in danger of being lost due to the rapid 
social transformation. Therefore, in this research, (1) we conducted a field survey on the existing 
ethnic groups and recorded their "clothes manufacturing skills using ground loom" in video images 
and texts for preserving such information for future generations. (2) At the same time, we 
decomposed the process of transferring the skills into technical elements, quantified the difficulty
 level using item response theory, (3) found a learning process optimized according to the said 
difficulty level, identified the optimum age for acquiring the skills, and developed a program for 
transferring thereof.

研究分野： 生活科学

キーワード： 無文字社会　伝統衣服製作技術　身体技術の伝承　伝承方法の最適化　項目反応理論
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１．研究開始当初の背景 
本研究には無文字社会における｢技術習得

の法則性の存在｣（Hall,1959）の発見という
学術的意義もあるが、併せて貴重な文化遺産
としての身体を用いた衣服製作技術を教育
科学的に可視化、系統化して、学校教育の中
でも伝承出来るようにプログラム化し、それ
によって貴重な文化遺産を後世に伝承し易
くするという実学的な目的・意義がある。 
文化と身体技術（技法）の関係についての

研究は、Mauss（1950）をはじめ文化人類学
領域で扱われてきた。しかし、それは身体技
法の文化的な意味を追究するものであり、技
術の伝承問題は扱わない。 
一方、身体技術伝承の研究では特定の技術

を製作工程順に在りのままに記述するにと
どまる。そこで従来の「製作工程に従った習
得過程」を全面的に見直し、因子分析による
「衣服製作技術要素に分解した時の共通因
子の発見」と「その技術要素の難易度に従っ
た学習順次性」を解明しこれによって伝承技
術習得過程の再構成と習得過程の最適化と
習得年齢の最適化を項目反応理論（豊田
ら,2002）の利用によって行う。こうした試
みは下田ら（2012）以外に存在しない。 
また職業教育学の立場で伝承技術を最適

化しようとした試みが森（1985）等によって
なされたが、日本という高度に発達した工業
社会の企業内教育におけるそれであって、無
文字社会の文化や技術を扱ったものではな
い。本研究が対象とするのは東南アジアの
｢地機文化クラスター｣（大林ら,1990）に属
する無文字社会の諸民族が伝える「地機によ
る衣服製作技術」の解明とその習得過程の最
適化であり、またその実践プログラムの開発
と学校教育における有効性の検証である。こ
うした実験的試みはかつてなかった。 
 
２．研究の目的 

本研究では代表者らが 2013 年までにスゴ
ーカレン族を対象にした研究で明らかにし
てきた以下①～⑥の研究方法論を更に発展
させて、他の無文字社会の地機文化(大林太良
ら,1990)を持つ諸民族の衣服製作技術習得プ
ログラムの開発に応用する。大林によれば東
南アジアで地機文化をもつ民族は 65 である
が本研究ではその中のタイ、ミャンマーに居
住する民族を対象にしてその技術文化の保
存と伝承に貢献したいと考えた。 
－代表者らの 2013 年までの研究－ 

①スゴーカレンの身体を用いた地機によ
る衣服製作の伝承技術全体を構成する技術
要素（※以下「技術要素」とする）を細部に
至るまで記述した。 

②個々の技術要素の習得水準を実際の地
機経験者を対象とした調査で明らかにした。 

③このデータに項目反応理論（現在最も科
学性を持ったテスト理論で TOEIC などもこ
の理論で作製されている）を適用して「技術
要素を習得し易い要素から難しい要素へと

順次性を持って技術全体を配列」した。（こ
うして求められた学習の順次性は理論的に
は、時と場所を越えて当該民族の衣服製作技
術の伝承一般に貢献できる）。 

④次いでこれらの技術要素を領域別にし
て衣服製作技術を現地語で解説した冊子プ
ログラムを作製した。 

⑤別途に技術要素の領域別に平均習得年
齢を求め習得年齢の最適化を解明した。 

⑥学校教育においてこの成果を活かした
実習を行った（プログラムの有効性を検証）。 
 

 
写真 1．綿花を収穫するパダウン人（カヤン
人）女性（ミャンマー東部、カヤー州。2015
年に下田が撮影） 
 
３．研究の方法 
研究期間：4 年（2014-2017 年） 
調査地域：タイ、ミャンマー 
研究内容： 

①本調査に先行して、民族の「現存する技
術要素調査(1 次調査)」をし、現状を把促し
た。 

②①を深化させた民族別の詳細な技術要
素の精密な調査(2 次調査)を行い、衣服製作
の手順と用いる技術要素の詳細を明らかに
した。 

③次いで地機経験者を対象とした技術習
得状況調査(3 次調査)をし、現存する個々の
技術要素についての習得水準を明らかにし
た。 

④③のデータの技術要素を項目反応理論
により解析し、その難易度を明らかにした。 

⑤衣服製作技術の学習順次性を明らかに
した。 
 
 



４．研究成果 
（ここでは研究対象民族のうち、カヤン人

についての研究成果の一部を報告する。 
以下は日本発育発達学会第 15 回大会

（2017.3.18）における「項目反応理論を用い
た生活技術伝承の計量的研究―無文字社会
（パダウン人（カヤン人））における原始機
による衣服製作技術の学習順序性」及び「項
目反応理論を用いた生活技能構造の計量的
研究（下田，日本家政学会誌，68，139-148，
2017）」の研究発表の内容からの抜粋である） 
 
目的と意義：ミャンマー東部に居住するパダ
ウン人（カヤン人ともいう）は言語学的には
シナ・チベット語族に属するものの文字をも
たない無文字社会に生きている。この社会で
は女性が生活に必要な布を織る、といった自
給自足的な技術やそれに関わる身体技法が
文字によることなく次世代に伝えられてき
た。文字という文化装置なくしてそれらはい
かにしてなされてきたのであろうか。ここで
は衣服製作技術を取り上げて項目反応理論
（IRT: Item Response Theory）により、こ
の隠された学習システムを探索しようと試
みた。 

 
研究方法：無文字社会（カヤン人、ミャンマ
ー東部カヤー州）を対象とした調査研究：
2016 年 2 月カヤン人女性（82 名）に衣服製
作技術に関わる 72 技術要素について習得し
ているか否かを調査し「1」「0」データに置
き換え、習得率、平均習得年齢の基本的集計、
技術要素の精選をし因子の一次元性を確認
しえた 48 技術要素を用いて項目反応理論の
解析をした。 
 
基本的集計について： 
①習得率（pj）： 72 の技術要素について習

得している人の割合（平均値）を求めた。 
②習得率（平均値）の標準偏差：72 の技術

要素について習得している人の割合の標準
偏差を求めた。 
③習得開始年齢（x

－

j）：72 の技術要素につ
いて習得にむけて練習を開始した年齢を求
めた。 
 

項目反応理論の解析について：平均値基準に
よる分析、因子分析、一次元性を確認し、解
析の対象として残った技術要素に対して項
目反応理論の解析を施し、項目特性パラメタ
の推定を行った。計算には BILOGMG 3.0
（SSI）を用いた。 
 
項目反応理論の解析により推定される 2つの
パラメタについて： 
①識別力：項目 j において測ろうとしてい

る能力（ここでは衣服製作の能力）が、衣服
製作技術（因子）によってどの程度説明され
るかを示す。言い換えると、各々の要素がど
の程度、対象者の能力の“出来る”“出来な

い”を敏感に測れるかの指標であって、これ
が低いとテストとしては個人差を識別する
ことができにくく、高いと敏感に識別出来る。 
②困難度：衣服製作技術要素の難易度を示

す。 
 
【結果と考察】 
推定された 48 の技術要素の困難度の値を

昇順に並べ替えたところある個人が特定の
学習課題を習得してゆく過程で見られる学
習曲線に極めて似ていた（下図 1）。これは先
行研究（下田ら、2008）の結果（図 2）とも
極めて似ていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1．カヤン人調査データ（82 人×48 の技
術要素）による項目反応理論により推定され
た技術要素の困難度による衣服製作技術学
習曲線（下田ら、2015） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2．杼に緯糸を巻き取るカヤン女児 

図 2．スゴーカレン人調査データ（106 人×
34 の技術要素）による項目反応理論により
推定された技術要素の困難度による衣服製
作技術学習曲線（下田ら、2008） 
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表 1. 72 の衣服製作技術要素の習得率と 
項目反応理論の解析により推定された 48 の技術要素の識別力、困難度 
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図 3．推定された技術要素の項目特性曲線 

（48 の技術要素分を同時に表示） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4．困難度と識別力による 
48 の技術要素の分類 

 
推定された識別力と困難度の値を用いて

クラスター分析により分類した（図 4）。（必
ずしも分類作業をする必要はないが思考の
節約のためにはこうした機械分類を使うこ
とは有効である） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5．困難度と識別力による 5 つの 
クラスターのクロス集計 

 
技術要素の難しさと識別力の推定について 

項目反応理論において、技術要素の特性す
なわち潜在的な能力（衣服製作の能力）は一
般的には「困難度」、「識別力」の２つのパラ
メタで表現される。困難度は技術要素の難し
さ、易しさの指標であり、これによって技術
要素を易しいものから難しいものへと計量
し、並べることができる。識別力はその技術
要素のもつ能力判定の感受性、あるいはテス
ト項目として測ろうとしている能力につい
ての判別力である。ここでは「衣服製作技術
の能力」をそれぞれの技術要素がどの程度測
っているかの指標になる。本研究では、この
指標をある技術要素を学習するときの「落ち
こぼれ易さ」の尺度にしている。困難度を手
掛かりに低いものから順に技術要素を配列
し身体で習得することが易しいものから難
しいものへと徐々に難易度を上げて身体技
術を獲得してことが合理的かつ効率のよい
学習方法である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6．項目反応理論の解析による 
技術要素の学習順序性 

【まとめ】 
伝統衣服製作の教授者は、経験的に個々の技
術要素を難易性によって配列し、学習者の技
能水準に応じてそれを効率よく学習するよ
うに順序つけて教授しているのではないだ
ろうか。その一連の過程は我々がいう学習の
順次性（シークエンス）と呼べるものである
のではないか。そのような合理性が技術伝承
の基礎となっているのではないだろうか。 
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